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１．はじめに 

 ロングレールの敷設区間では，冬季低温時の曲線内方へのレールの変位（以下，レール内方変位）防止等の観点

から，軌道の保守作業が制限されている．この保守作業制限は，1983 年の改正案 1)を基本としており，必ずしも近

年の保守作業の実態と合わないものとなっている．このため，今後の更なる保守省力化を見据えたうえで，理論的

な根拠に基づく低温時の保守作業制限の体系化が求められている． 

 本稿では，低温時の保守作業制限に関する検討の一環として，在来線の曲線半径 400m のロングレール不動区間

で，道床交換とマルチプルタイタンパ（以下，MTT）による軌道整備を行った際のレール内方変位を測定した結果

を報告する． 

２．現地試験 

 2.1 現地試験の概要 

 本試験では，2020 年 1 月下旬から同年 2 月上旬の冬季低温時に道床交換と MTT 作業を行った際のレール内方変

位を測定した．図１に試験現場の写真を，表１に現場の概要を示す．道床交換は，2 日間にかけて 16m の範囲を施

工し，後日，当該作業箇所と無作業箇所において，MTT による突き固め作業を 85m の範囲で行った．図２に保守

作業範囲とレール内方変位の測点を示す．図中の各測点の位置は，起点方の基準点

（△）を 0m として整理している．なお，測点 a および b は，バラスト止めが敷設

された区間内に位置する． 

 2.2 レール内方変位の測定方法 

 図３にレール内方変位の測定状況を示す．レール内方変位は，各測点のレール頭

部側面と内軌側のバラスト止めまたは各測点近傍に敷設された基準杭との距離を

鋼尺で測定することで変位に換算した．レール内方変位の測定は，道床交換 1 日目

と 2 日目の作業前，作業中，作業後，および MTT 作業の前後で行っている．なお，

道床交換の作業前，作業中，作業後の定義については，道床交換作業の流れとあわ

せて次節に示す． 

 
図１ 現地写真 

 

表１ 試験現場概要 

項目 内容 

線形 曲線半径 400m 

レール 50kgN レール 

軌道構造 

バラスト軌道 

6 号 PC マクラギ 

9 形締結装置 

 

 
図３ レール内方変位の 

測定状況 

キーワード ロングレール，レール内方変位，低温時作業，保守作業制限 

連絡先   〒185-8540 東京都国分寺市光町 2-8-38 （公財）鉄道総合技術研究所 TEL 042-573-7275 

図２ 保守作業範囲とレール内方変位の測点 
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2.3 道床交換作業の流れ 

まず，バックホウを用いて道床の掘削を開始し，レールに締結した

まくらぎをレールの長手方向に移動させて道床の撤去を行う．つぎに，

バラスト運搬車により新しいバラストを流し込み，道床の整理とタイ

タンパによる突き固めを行う．最後に，高低変位，通り変位等の軌道

整正を行い，作業終了とする．なお，本稿では道床交換の着手前の時

点を「作業前」，作業箇所の道床を完全に撤去し、軌きょうの支持が

なくなった時点を「作業中」，軌道整正を終えて作業が終了した時点

を「作業後」とする． 

３．現地試験結果および考察 

 保守作業によるレール内方変位への影響を詳細に把握するために，

道床交換の作業前と作業中，作業中と作業後，作業前と作業後，およ

び MTT 作業前後のそれぞれのレール内方変位を整理した．図４～６

に，各時点のレール内方変位（内方への変位を正とする）を示す． 

図４と図５より，道床交換 1 日目の作業前後で最大 8mm 程度，道

床交換 2日目の作業前後で最大 12mm程度のレール内方変位が発生し

たことが分かる．過去に実施した曲線半径 800m 区間における同様の

現地試験 2)では，作業前後で最大 6mm 程度のレール内方変位が発生

しており，本値と比較すると，上記に示した曲線半径 400m 区間にお

けるレール内方変位の方が大きい結果となった．ただし，レール内方

変位については曲線半径以外にも，保守作業延長やレールの設定温度

などが寄与すると考えられるため，その点を考慮して慎重に比較検討

を行う必要がある． 

1 日目と 2 日目の道床交換施工区間のレール内方変位を比較すると，

2 日目に相対的に大きな正の変位が発生していることが分かる．これは，2 日目の施工区間がバラスト止めのない区

間であったことに加え，1 日目の道床交換作業によって，2 日目の同作業予定区間の道床が緩められていたことが原

因であると考えられる．また，作業 2 日目の未施工区間では，負の内方変位が発生していることが分かる．これは，

道床交換の作業後の通り変位の整正作業によるものであると考えられる． 

さらに，図６に示した MTT 作業前後のレール内方変位については，道床交換施工区間で最大 4mm，未施工区間

で最大 5mm となり，両者に顕著な差は見られなかった．また，バラスト止め敷設区間内の測点 a，b では変位が測

定上発生していないが，これはバラスト止めによりレール内方変位が抑制されたためであると考えられる． 

４．まとめ 

 本稿では，冬季低温時に曲線半径400mのロングレール不動区間で道床交換とMTT作業を行った際のレール内方変

位を測定した．今回の現地測定から，レール内方変位には，道床交換とMTT作業による影響が認められた．またレ

ール内方変位には，作業種別や曲線半径が寄与する可能性があることも示唆された． 

今回の現地測定により得られた結果および過去の同様の現地測定結果を踏まえたうえで，今後引き続き，異なる

曲線半径，作業延長等における低温時の軌道保守作業に伴うレール内方変位の測定を行い，低温時保守作業がレー

ル内方変位に与える影響について整理し，保守作業制限の体系化を進めていく予定である． 
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図４ レール内方変位（道床交換１日目） 
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図５ レール内方変位（道床交換２日目） 

0 0

4

2

0

5

0

1

2

3

4

5

6

測点a 測点b 測点c 測点d 測点e 測点f

MTT作業前後

２日目施工区間

１日目施工区間

 
図６ レール内方変位（MTT） 
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